第１編　基 本 事 項
Ⅰ．概　　要

１.用語の定義等

本利用細則は、日本銀行との間で当座勘定（同時決済口）に関する約定を結んだ金融機関等の営業所等(以下「利用先」といいます。)および一般社団法人全国銀行資金決済ネットワーク（以下「全銀ネット」といいます。）が、日本銀行金融ネットワークシステム（以下「日銀ネット」といいます。）を利用して当座勘定（同時決済口）取引関係事務を行う場合に使用します。
本利用細則で使用する用語の定義については、「日本銀行金融ネットワークシステム利用基本規則」、「当座勘定（同時決済口）に関する規則」（以下「同時決済口規則」といいます。）、「外国為替円決済制度関係事務についての日本銀行金融ネットワークシステムの利用に関する規則」（以下「外為円規則」といいます。）、「振替社債等資金同時受渡関係事務についての日本銀行金融ネットワークシステムの利用に関する規則」（以下「振社規則」といいます。）、「内国為替（同時決済口）取引についての日本銀行金融ネットワークシステムの利用に関する規則」（以下「内国為替（同時決済口）取引規則」といいます。）、本利用細則以外の他の「日本銀行金融ネットワークシステム利用細則」（以下「利用細則」といいます。）、その他日本銀行が定めた規則等によるほか、次のとおりとします。
（１）特約先（内国為替）
内国為替（同時決済口）取引に関する日銀ネットの利用を認められた取引先である利用先をいいます。
（２）振替依頼
同時決済口規則に規定する振替依頼をいい、次の振替依頼（同時決済口）および外為円振替依頼（同時決済口）をいいます。

振替依頼（同時決済口）……同時決済口規則にもとづく「振替依頼（同時決済口）」（業務処理区分コード：251101）による振替の依頼
外為円振替依頼（同時決済口）……同時決済口規則および外為円規則にもとづく同時決済口支払指図の電文の伝送の依頼
（３）特定振替依頼

同時決済口規則および内国為替（同時決済口）取引規則に規定する特定振替依頼をいい、次の振替依頼・内国為替（同時決済口）をいいます。
振替依頼・内国為替（同時決済口）……同時決済口規則および内国為替（同時決済口）取引規則にもとづく「振替依頼・内国為替（同時決済口）」（業務処理区分コード：251501）による特定振替の依頼
（４）振社等入金依頼

　　　同時決済口規則および振社規則にもとづく振社等入金依頼をいいます。

（５）振社等払込依頼

　　　同時決済口規則および振社規則にもとづく振社等払込依頼（同時決済口）をいい、次の払込依頼（振替社債等）（同時決済口）をいいます。

払込依頼（振替社債等）（同時決済口）……同時決済口規則および振社規則にもとづく「払込依頼（振替社債等）（同時決済口）」（業務処理区分コード：261301）による振社等払込依頼（同時決済口）
（６）振替依頼等

　　　振替依頼、特定振替依頼および振社等払込依頼を総称していいます。

（７）待機振替依頼等
待ち行列に待機中の振替依頼等をいいます。
（８）振替依頼人等

振替依頼を行った利用先または全銀ネットに特定振替依頼を行わせた特約先（内国為替）（以下「振替依頼人」といいます。）、外為円規則にもとづく依頼金融機関ならびに同時決済口規則および振社規則にもとづく振社等資金払込先を総称していいます。
（９）振替金受取人等

振替により入金を受ける利用先または特定振替により入金を受ける特約先（内国為替）（以下「振替金受取人」といいます。）、外為円規則にもとづく相手方金融機関および振社等入金依頼にもとづき資金受渡金額の資金を受け入れる振社等約定先（以下「振社等資金受入先」といいます。）を総称していいます。
（10）振替等

　　　同時決済口規則にもとづく振替等をいいます。

　（11）当日取引

電文の送信日を取引実行日として指定した振替依頼等をいいます。

（12）先日付取引

　電文の送信日の翌営業日を取引実行日として指定した振替依頼（同時決済口）および外為円振替依頼（同時決済口）をいいます。

（13）先日付取引受付通知

　　　　次のものを総称していいます。

　　　①　日本銀行が振替依頼人等に対して送信する「受付通知（当座勘定（同時決済口））――振替依頼人宛通知――」ならびに「ACCEPTED CUSTOMER TRANSFER(QUEUE OFFSET)」または「ACCEPTED BANK TRANSFER(QUEUE OFFSET)」および「受付通知（外国為替円支払指図）」
　　　②　日本銀行が振替金受取人等に対して送信する「受付通知（当座勘定（同時決済口））――振替金受取人宛通知――」ならびに「ACCEPTED CUSTOMER TRANSFER(QUEUE OFFSET)」または「ACCEPTED BANK TRANSFER(QUEUE OFFSET)」および「受付通知（外国為替円支払指図）」
（14）決済済通知

次のものを総称していいます。

①　日本銀行が振替依頼人等に対して送信する「当座勘定（同時決済口）振替済通知」、「当座勘定（同時決済口）振替済通知（内国為替・振替依頼人）」（注１）、「ACKNOWLEDGEMENT OF CUSTOMER TRANSFER(QUEUE OFFSET)」または「ACKNOWLEDGEMENT OF BANK TRANSFER (QUEUE OFFSET)」および「当座勘定（同時決済口）引落通知（外国為替円支払指図）」ならびに「当座勘定（同時決済口）引落通知（振替社債等）」
②　日本銀行が振替金受取人等に対して送信する「当座勘定（同時決済口）入金通知」、「当座勘定（同時決済口）入金通知（内国為替）」（注２）、「CUSTOMER TRANSFER(QUEUE OFFSET)」または「BANK TRANSFER (QUEUE OFFSET)」および「当座勘定（同時決済口）入金通知（外国為替円支払指図）」ならびに「当座勘定（同時決済口）入金通知（振替社債等）」
③　日本銀行が全銀ネットに対して送信する「当座勘定（同時決済口）振替済通知（内国為替）」
④　日本銀行が機構に対して送信する「当座勘定入金済通知（振替社債等）」
（注１）予め日本銀行に対して送信を希望する旨を申出た振替依頼人（以下「送信を希望する振替依頼人」といいます。）に限り送信します。
（注２）予め日本銀行に対して送信を希望する旨を申出た振替金受取人（以下「送信を希望する振替金受取人」といいます。）に限り送信します。
（15）待機通知

　　　  次のものを総称していいます。
①　日本銀行が振替依頼人等に対して送信する「待機通知(振替依頼)――振替依頼人宛通知――」、「待機通知(振替依頼・内国為替)――振替依頼人宛通知――」（注１）、「QUEUED CUSTOMER TRANSFER」または「QUEUED BANK TRANSFER」および「待機通知（外国為替円支払指図）」ならびに「待機通知(払込依頼（振替社債等）)」
②　日本銀行が振替金受取人等に対して送信する「待機通知（振替依頼）――振替金受取人宛通知――」、「待機通知(振替依頼・内国為替)――振替金受取人宛通知――」（注２）、「QUEUED CUSTOMER TRANSFER」または「QUEUED BANK TRANSFER」および「待機通知（外国為替円支払指図）」ならびに「待機通知(払込依頼（振替社債等）)」
③　日本銀行が全銀ネットに対して送信する「待機通知(振替依頼・内国為替)」

（注１）送信を希望する振替依頼人に限り送信します。

（注２）送信を希望する振替金受取人に限り送信します。
（16）取消通知

次のものを総称していいます。

①　日本銀行が振替依頼人等に対して送信する「取消通知(振替依頼)――振替依頼人宛通知――」、「取消通知（振替依頼・内国為替）――振替依頼人宛通知――」、「取消通知(外国為替円支払指図)」および「取消通知(払込依頼（振替社債等）)」
②　日本銀行が振替金受取人等に対して送信する「取消通知（振替依頼）――振替金受取人宛通知――」、「取消通知（振替依頼・内国為替）――振替金受取人宛通知――」（注）、「取消通知(外国為替円支払指図)」および「取消通知(払込依頼（振替社債等）)」
③　日本銀行が全銀ネットに対して送信する「取消通知(振替依頼・内国為替)――全銀ネット宛通知――」

      （注）送信を希望する振替金受取人に限り送信します。

（17）自動取消通知

次のものを総称していいます。

①　日本銀行が振替依頼人等に対して送信する「取消通知（振替依頼）（自動取消分）――振替依頼人宛通知――」、「取消通知（振替依頼・内国為替）（自動取消分）――振替依頼人宛通知――」、「取消通知（外国為替円支払指図）（自動取消分）」および「取消通知（払込依頼（振替社債等））（自動取消分）」
②　日本銀行が振替金受取人等に対して送信する「取消通知（振替依頼）（自動取消分）――振替金受取人宛通知――」、「取消通知（振替依頼・内国為替）（自動取消分）――振替金受取人宛通知――」（注）、「取消通知（外国為替円支払指図）（自動取消分）」および「取消通知（払込依頼（振替社債等））（自動取消分）」
③　日本銀行が全銀ネットに対して送信する「取消通知（振替依頼・内国為替）（自動取消分）――全銀ネット宛通知――」

（注）送信を希望する振替金受取人に限り送信します。

２．利用先が行う事務の概要
（１）振替依頼（同時決済口）
利用先は、次表に掲げる業務処理区分コードに応じた所定の端末操作手順に従い、日本銀行に対して、振替依頼（同時決済口）を行うことができます。
この場合、振替依頼（同時決済口）のための電文において、指定することができる取引実行日は、当該電文の送信日またはその翌営業日に限ります。また、利用先は、振替依頼（同時決済口）を行う場合には、優先度区分として「優先」または「通常」を指定します。
	業務処理区分名
	業務処理区分
コード

	大区分
	中区分
	小区分
	

	当座勘定（同時決済口）
	振替依頼（同時決済口）
	振替依頼（同時決済口）
	251101


（２）特定振替依頼

特約先（内国為替）は、全国銀行データ通信システムを利用した１件１億円以上の内国為替取引に伴う貸借の決済として、特定振替依頼を全銀ネットに行わせることができます。

全銀ネットは、次表に掲げる業務処理区分コードに応じた所定の端末操作手順に従い、日本銀行に対して、特定振替依頼を行うことができます。
なお、全銀ネットは、特定振替依頼を行う場合には、当該振替に必要な情報（障害発生時等に消失した電文を特定するための情報を含む。）のみを抽出したうえで、優先度区分として「通常」を指定します。
	業務処理区分名
	業務処理区分
コード

	大区分
	中区分
	小区分
	

	当座勘定（同時決済口）
	振替依頼・内国為替（同時決済口）
	振替依頼・内国為替（同時決済口）
	251501


（３）自己勘定間振替
利用先は、所定の端末操作手順（業務処理区分コード：251401）に従い、日本銀行に対して、自己勘定間振替の依頼を行うことができます。
（４）待機中の振替依頼等の待機順序変更
利用先は、所定の端末操作手順（業務処理区分コード：251301）に従い、自己を振替依頼人等とする待ち行列に待機中の振替依頼等（注）について、受付番号および変更区分（「先頭」または「最後尾」）を指定して待機順序の変更を行うことができます｡

（注）先日付取引である振替依頼等（振替依頼（同時決済口）および外為円振替依頼（同時決済口）に限ります。）については、当該振替依頼等で指定された取引実行日における３．（１）に定める先日付取引受付処理において待機処理を行った場合には、待機順序の変更を行うことができます。
（５）振替依頼(同時決済口)または振替依頼・内国為替(同時決済口)の取消

利用先は、次の各号に掲げる所定の端末操作手順に従い、当該各号に定める振替依頼（同時決済口）または振替依頼・内国為替（同時決済口）について、受付番号を指定して取消を行うことができます。

イ、「取消（振替依頼）」（業務処理区分コード：252101）
（イ）自己を振替依頼人とする待ち行列に待機中の振替依頼（同時決済口）
（ロ）自己を振替依頼人とする先日付取引である振替依頼（同時決済口）のうち、当該振替依頼（同時決済口）で指定された取引実行日における３．（１）に定める先日付取引受付処理が行われていないもの（先日付取引である振替依頼（同時決済口）は、当該振替依頼（同時決済口）の送信日および当該振替依頼（同時決済口）で指定された取引実行日において、先日付取引受付処理が行われるまでの間、取消を行うことができます。）
ロ、「取消（振替依頼・内国為替）」（業務処理区分コード：252201）
自己を振替依頼人とする待ち行列に待機中の振替依頼・内国為替(同時決済口)
（６）照会

利用先および全銀ネットは、日銀ネットを利用して、次表に掲げる照会を行うことができます。

（利用先）

	業務処理区分名
	業務処理区分

コード

	大区分
	中区分
	小区分
	

	当座勘定（同時決済口）
	照会
	受払残高
	254101

	当座勘定（同時決済口）
	照会データファイル取得（注）
	受払明細
	254201


（注）照会データファイル取得機能による照会です。当該機能の詳細については、利用細則（共通事務）を参照してください。
（全銀ネット）

	業務処理区分名
	業務処理区分

コード

	大区分
	中区分
	小区分
	

	業務共通
	照会データファイル取得（注）
	振替依頼・内国為替（同時決済口）振替依頼人別内訳件数・金額
	974291


（注）照会データファイル取得機能による照会です。当該機能の詳細については、利用細則（共通事務）を参照してください。

（７）入力時間帯等
　　イ、入力時間帯

　　　　利用先および全銀ネットが、当座勘定（同時決済口）取引関係事務のための電文を送信することができる時間帯は、次表に定めるとおりです。

（日本銀行本店を日銀ネット主管店とする利用先）
	業務処理区分名
	業務処理区分
コード
	入力時間帯

	
	
	開始時刻（注）
	締切時刻（注）

	振替依頼（同時決済口）
	先日付取引
	251101
	午前8：30

（午前7：30）
	午後9：00

	
	当日取引
	
	
	午後8：30

	自己勘定間振替
	251401
	
	午後8：30

	待機順序変更
	251301
	
	

	取消（振替依頼）
	252101
	
	午後9：00

	取消（振替依頼・内国為替）
	252201
	
	午後3：35

（午後4：35）

	受払残高
	254101
	午前7：30

（午前6：30）
	午後10：00

	受払明細
	254201
	
	


（注）（）内は延長日の時刻を示します。

（日本銀行支店を日銀ネット主管店とする利用先）

	業務処理区分名
	業務処理区分
コード
	入力時間帯

	
	
	開始時刻（注１）
	締切時刻（注１）

	振替依頼（同時決済口）
	先日付取引
	251101
	午前8：30

（午前7：30）
	午後9：00

	
	当日取引
	
	
	午後4：30

（午後5：30）

	自己勘定間振替
	251401
	
	午後4：30

（午後5：30）

	待機順序変更
	251301
	
	

	取消（振替依頼）
	252101
	
	午後9：00（注２）

	取消（振替依頼・内国為替）
	252201
	
	午後3：35

（午後4：35）

	受払残高
	254101
	午前7：30

（午前6：30）
	午後10：00

	受払明細
	254201
	
	


（注１）（）内は延長日の時刻を示します。

（注２）日本銀行支店を日銀ネット主管店とする利用先は、当日午後４時３０分（延長日においては、午後５時３０分）までに当日取引である待機振替依頼等について取消を行う必要があります。

（全銀ネット）

	業務処理区分名
	業務処理区分
コード
	入力時間帯

	
	
	開始時刻（注）
	締切時刻（注）

	振替依頼・内国為替（同時決済口）
	251501
	午前8：30

（午前7：30）
	午後3：35

（午後4：35）

	振替依頼・内国為替（同時決済口）振替依頼人別内訳件数・金額
	974291
	午前7：30

（午前6：30）
	午後10：00


（注）（）内は延長日の時刻を示します。
ロ、入力延長

（イ）入力延長の依頼

利用先および全銀ネットは、やむを得ない事由により入力時間帯において電文の送信を終了する見込みがなく、かつその日のうちに当該電文の送信を行う必要がある場合には、事前に電話により日銀当座勘定取引店（本店の場合は業務局統括課業務運行統括グループ。支店の場合は業務課。）に入力延長の依頼を行ってください。この場合、日本銀行は入力延長の事由等を聴取します。
なお、入力延長の依頼については、延長の必要性を認識した後直ちに行うようにしてください。日本銀行は、入力延長の依頼の受付を、原則として電文の送信を締切る時刻の３０分前に締切ります。ただし、全銀ネットからの「振替依頼・内国為替（同時決済口）」にかかる入力延長の依頼の受付については、原則として電文の送信を締切る時刻の４５分前に締切ります。
（ロ）入力延長の許可

日本銀行は、入力延長を許可した場合には、その旨を利用先および全銀ネットに連絡します。

（ハ）入力延長の停止

入力延長を許可された利用先および全銀ネットは、所要の電文の送信が終了した場合には、速やかに入力延長の依頼を行った日銀当座勘定取引店あてにその旨を連絡してください。

日本銀行は、当該連絡を受けた場合には、入力延長の停止予定時刻到来前であっても入力延長を停止します。また、利用先および全銀ネットからの連絡がない場合でも、入力延長の停止予定時刻が経過したときは入力延長を停止します。
（８）当日処理終了および当日処理終了取消　　
イ、当日処理終了

　　　　利用先は、当座勘定取引における当日処理終了を行った場合には、当該日における次表に掲げる業務処理区分の電文を送信することができなくなります（当該電文の送信を行った場合には、エラーとなります。）。また、当該当日処理終了を行った場合において、自己を振替依頼人等または振替金受取人等とする待ち行列に待機中の振替依頼等があるときは、当該振替依頼等にもとづく振替等を行うことができませんので、注意してください。当座勘定取引における当日処理終了については、利用細則（共通事務）および利用細則（当座勘定取引）を参照してください。
《 当座勘定（同時決済口）取引関係事務における当日処理終了の対象の業務処理区分 》（注１）
	　利用業務
	　　業務処理区分名
	業務処理区分
コード

	当座勘定（同時決済口）取引関係事務
	振替依頼（同時決済口）
	251101

	
	自己勘定間振替
	251401

	
	振替依頼・内国為替（同時決済口）（注２）
	251501


（注１）当日処理終了を行う前または当日処理終了取消を行った後であっても、（７）イ、に定める入力時間帯の締切時刻が到来している電文は送信することができません。
（注２）全銀ネットに限り利用することができます。
ロ、当日処理終了取消

利用先は、当座勘定取引における当日処理終了取消を行った場合には、当該日におけるイ、に定める業務処理区分の電文を送信することが可能となります。また、当該当日処理終了取消を行った場合において、自己を振替依頼人等または振替金受取人等とする待ち行列に待機中の振替依頼等があるときは、当該振替依頼等にもとづく振替等を行うことが可能となります。当座勘定取引における当日処理終了取消については、利用細則（共通事務）および利用細則（当座勘定取引）を参照してください。
３．日本銀行が行う処理の概要
　
（１）受付処理等
日本銀行は、新たに振替依頼等を受付けた場合には、当該振替依頼等（以下「新規振替依頼等」といいます。）が次の各号に掲げる場合に応じ、遅滞なく、当該各号に定めるところにより取扱います。
イ、当日取引である場合
日本銀行は、当日取引である新規振替依頼等を受付けた場合には、次の（イ）から（ハ）の順に処理を行います（以下（イ）から（ハ）までの一連の処理を「受付処理」といいます。）。
（イ）「共通受付済応答」の送信
日本銀行は、遅滞なく、振替依頼人等に対して、「共通受付済応答」（Z***-*****）を送信します。
（ロ）振替等処理
日本銀行は、次のａ．からｃ．までの手順により処理を行います（以下ａ．からｃ．までの一連の処理を「振替等処理」といいます。）。
ａ．日本銀行は、新規振替依頼等について、次の各号に掲げる条件の全てを満たす対向振替依頼等(新規振替依頼等の振替金受取人等が、振替依頼人等の当座勘定（同時決済口）への入金のために行った振替依頼もしくは特定振替依頼または振替依頼人等の当座勘定への入金のための振社等入金依頼にもとづき行った振社等払込依頼のうち、次の（ハ）の待機処理により待ち行列に待機したものをいいます。以下同じです。)の有無を確認します。日本銀行は、この確認を行う場合には、待機順序が最上位の対向振替依頼等から順に行います。
（ａ）新規振替依頼等により引落を行うべき金額が、当該新規振替依頼等の振替依頼人等の当座勘定(同時決済口)残高および対向振替依頼等にもとづく振替等により入金されるべき金額の合計額を超えないこと
（ｂ）対向振替依頼等により引落を行うべき金額が、新規振替依頼等の振替金受取人等の当座勘定（同時決済口）残高および当該新規振替依頼等にもとづく振替等により入金されるべき金額の合計額を超えないこと
ｂ．日本銀行は、ａ．の各号に掲げる条件の全てを満たす対向振替依頼等があることを確認した場合には、ａ．の新規振替依頼等および当該対向振替依頼等のうち待機順序が最上位のものの振替等を同時に行い、決済済通知を送信します。
ｃ．日本銀行は、ａ．の各号に掲げる条件の全てを満たす対向振替依頼等がないことを確認した場合において、新規振替依頼等により引落を行うべき金額が、当該新規振替依頼等の振替依頼人等の当座勘定(同時決済口)残高を超えないときは、当該新規振替依頼等の振替等のみを行い、決済済通知を送信します。
[　受付処理における振替等処理の手順　]

―― Ｘ銀行がＹ銀行を振替金受取人等とする新規振替依頼等を行った例 ――

(次の①～③は、（ロ）ａ．～ｃ．の処理にそれぞれ対応しています。)




（ハ）待機処理
日本銀行は、（ロ）ａ．の各号に掲げる条件の全てを満たす対向振替依頼等がないことを確認した場合において、新規振替依頼等により引落を行うべき金額が、当該新規振替依頼等の振替依頼人等の当座勘定(同時決済口)残高を超えるときは、当該新規振替依頼等を待ち行列に待機させ、待機通知を送信します（以下この一連の処理を「待機処理」といいます。）。
なお、日本銀行は、振替依頼等を待ち行列に待機させる場合には、当該振替依頼等について、次の各号に掲げる条件により利用先ごとに待機順序を付します。
ａ．日本銀行が受付けた時刻が早い振替依頼等（注）は、日本銀行が受付けた時刻が遅い振替依頼等よりもその待機順序を上位とする。

　　　　（注）先日付取引である振替依頼等（振替依頼（同時決済口）および外為円振替依頼（同時決済口）に限ります。）については、当該振替依頼等で指定された取引実行日におけるロ、（ロ）で定める先日付取引受付処理開始時刻以降、日本銀行が当該振替依頼等を受付けた時点の順序により新たに受付けたものとみなします。
ｂ．優先度区分として「優先」が指定された振替依頼等は、優先度区分として「通常」が指定された振替依頼等よりもその待機順序を上位とする。


ロ、先日付取引である場合
（イ）受付通知の送信

日本銀行は、遅滞なく、振替依頼人等および振替金受取人等に対して、先日付取引受付通知を送信します。
（ロ）先日付取引受付処理

日本銀行は、先日付取引である新規振替依頼等（新規振替依頼等のうち、振替依頼（同時決済口）および外為円振替依頼（同時決済口）に限ります。以下（ロ）において同じです。）で指定された取引実行日の午前８時４５分（注１）（以下、当該時刻を「先日付取引受付処理開始時刻」といいます。）が到来した場合には、次のa.およびｂ.の順に処理を行います（注２）（以下a.およびｂ.の一連の処理を「先日付取引受付処理」といいます。）。
（注１）延長日においては、午前７時４５分となります（以下同じです。）。
（注２）全ての先日付取引である新規振替依頼等について先日付取引受付処理が終了するまでの間に、当日取引である新規振替依頼等を受付けた場合には、当該新規振替依頼等について、受付処理を行います。当該受付処理終了後、先日付取引受付処理が行われていない先日付取引である新規振替依頼等について、先日付取引受付処理を行います。
a．振替等処理
日本銀行は、先日付取引である新規振替依頼等について、これを受付けた順に、イ、（ロ）の手順により、振替等処理を行います。
b．待機処理
日本銀行は、a．により振替等を行わなかった新規振替依頼等について、イ、（ハ）の手順により、待機処理を行います。ただし、この場合において、日本銀行は、待機通知を送信しません。
また、待ち行列に待機させた新規振替依頼等については、（２）から（６）までの規定を適用します。
（２）条件付起動処理
日本銀行は、利用先において次のａ．またはｂ．のいずれかの条件が満たされた場合には、当該利用先を振替依頼人等とする待機順序が最上位の待機振替依頼等（以下「対象振替依頼等」といいます。）を対象として、遅滞なく、次のイ、およびロ、の順に処理を行います（以下イ、およびロ、の処理を総称して「条件付起動処理」といいます。）。
ａ．次のいずれかの処理の結果、当座勘定(同時決済口)残高が増加した場合
（ａ）自己勘定間振替を行った場合
（ｂ）受付処理、先日付取引受付処理、条件付起動処理または多者間同時決済処理による振替等を行った場合
ｂ．次のいずれかの処理の結果､待機順序が最上位の待機振替依頼等に異動が生じた場合

（ａ）待機順序が最上位の待機振替依頼等の取消を行った場合
（ｂ）待機順序が最上位の待機振替依頼等を対象にした「最後尾」指定による待機順序の変更を行った場合
（ｃ）待機順序が最上位以外の順位の待機振替依頼等を対象にした「先頭」指定による待機順序の変更を行った場合
（ｄ）待機中の外為円振替依頼（同時決済口）の自動取消を行った場合
（ｅ）待機中の振替依頼・内国為替（同時決済口）の自動取消を行った場合
（ｆ）待機中の振社等払込依頼（同時決済口）の自動取消を行った場合
（ｇ）待機順序が最上位の待機振替依頼等について、受付処理、先日付取引受付処理、条件付起動処理または多者間同時決済処理による振替等を行った場合
イ、振替等処理
日本銀行は、対象振替依頼等について、次の（イ）および（ロ）の手順により、振替等処理を行います。

（イ）日本銀行は、対象振替依頼等について、次の各号に掲げる条件の全てを満たす対向振替依頼等の有無を確認します。日本銀行は、この確認を行う場合には、待機順序が最上位の対向振替依頼等から順に行います。
ａ. 対象振替依頼等により引落を行うべき金額が、当該対象振替依頼等の振替依頼人等の当座勘定(同時決済口)残高および対向振替依頼等にもとづく振替等により入金されるべき金額の合計額を超えないこと

ｂ. 対向振替依頼等により引落を行うべき金額が、対象振替依頼等の振替金受取人等の当座勘定（同時決済口）残高および当該対象振替依頼等にもとづく振替等により入金されるべき金額の合計額を超えないこと
（ロ）日本銀行は、（イ）の各号に掲げる条件の全てを満たす対向振替依頼等があることを確認した場合には、（イ）の対象振替依頼等および当該対向振替依頼等のうち待機順序が最上位のものの振替等を同時に行い、決済済通知を送信します。
　
　　（ハ）日本銀行は、（イ）の各号に掲げる条件の全てを満たす対向振替依頼等がないことを確認した場合において、対象振替依頼等により引落を行うべき金額が、当該対象振替依頼等の振替依頼人等の当座勘定(同時決済口)残高を超えないときは、当該対象振替依頼等の振替等のみを行い、決済済通知を送信します。
ロ、待機処理
日本銀行は、イ、（イ）の各号に掲げる条件の全てを満たす対向振替依頼等がないことを確認した場合において、対象振替依頼等により引落を行うべき金額が、当該対象振替依頼等の振替依頼人等の当座勘定(同時決済口)残高を超えるときは、引き続き、当該対象振替依頼等を待ち行列の元の位置（待機順序の最上位）に待機させます。

[　条件付起動処理の手順　]

―Ｘ銀行の待機順序が最上位の待機振替依頼等を対象振替依頼等とする条件付起動処理の例―
(次の①～③は、振替等処理(イ、（イ）から（ハ）まで)に、④については、待機処理（ロ、）に、それぞれ対応しています。)




（３）多者間同時決済処理
日本銀行は、待機振替依頼等について、午前１０時３０分、午前１１時３０分、午後０時３０分、午後１時３０分、午後２時３０分、午後３時２０分、午後４時２０分および午後５時３０分(以下これらの時刻を総称して「多者間同時決済処理開始時刻」といいます。)到来後、遅滞なく、次のイ、からハ、までの順に処理を行います(以下（３）の一連の処理を総称して「多者間同時決済処理」といいます。)。
この場合、日本銀行は、利用先および全銀ネットに対して、多者間同時決済処理が完了した旨を通知します。

　なお、利用先および全銀ネットは、多者間同時決済処理開始時刻から日本銀行が多者間同時決済処理が完了した旨を通知する時点までの間、当日取引である振替依頼等、待機振替依頼等の待機順序変更および取消ならびに自己勘定間振替の依頼を行うことはできませんので、注意してください。　　　
　　　
イ、資金過不足見込額の算出

日本銀行は、全ての利用先について、次に掲げる計算式により資金過不足見込額を算出します。

「資金過不足見込額」＝「当座勘定（同時決済口）残高」
＋「待機振替依頼等の入金予定額の合計額」
－「待機振替依頼等の引落予定額の合計額」
ロ、取り外し事務

日本銀行は、イ、の結果、資金過不足見込額がマイナスとなる利用先がある場合には、全ての利用先において、当該利用先が振替依頼人等である待機振替依頼等について、引落を行うべき金額が最大のもの（既に除外されたものを除きます。）のうち待機順序が最下位のものから順に、資金過不足見込額が零以上となるまで、資金過不足見込額の算出から除外し、除外後の全ての利用先の資金過不足見込額を再度算出します（以下この処理を「取り外し処理」といいます。）。算出対象から除外された待機振替依頼等は、取り外し処理が行われる直前の待機順序に待機させます。　

この場合において、再度算出した資金過不足見込額がマイナスとなる利用先がある場合には、全ての利用先の資金過不足見込額が零以上となるまで、当該取り外し処理を繰返します。
ハ、振替等

日本銀行は、イ、およびロ、の処理の結果、全ての利用先について資金過不足見込額が零以上となることを確認した場合には、資金過不足見込額の算出対象となった全ての待機振替依頼等の振替等を同時に行い、決済済通知を送信するとともに、利用先および全銀ネットに対して、多者間同時決済処理が完了した旨を通知します。
なお、日本銀行は、取り外し処理を繰返した結果、資金過不足見込額の算出対象となる待機振替依頼等について、全て除外した場合、または多者間同時決済処理開始時刻から１０分経過してもなお、全ての利用先について資金過不足見込額が零以上となることの確認を行うことができない場合には、振替等を行わず、多者間同時決済処理を終了し、利用先および全銀ネットに対して、多者間同時決済処理が完了した旨を通知します。

（４）自己勘定間振替

日本銀行は、「自己勘定間振替」を受信した場合には、当該「自己勘定間振替」により引落を行う当座勘定または当座勘定(同時決済口)に引落資金が確保されているときに限り、遅滞なく、自己勘定間振替を行い、自己勘定間振替を行った旨を通知します。

（５）待機振替依頼等の待機順序変更
日本銀行は、次の各号に掲げる「待機順序変更」を受信した場合には、遅滞なく、当該各号に定めるところにより、待機順序の変更を行い、待機通知を送信します。
　　イ、変更区分として「先頭」が指定された場合

日本銀行は、変更区分として「先頭」が指定された「待機順序変更」を受信した場合には、受付番号で指定された待機振替依頼等の待機順序を最上位に変更します。この場合、当該待機振替依頼等の優先度区分が「通常」であるときは、この変更と併せてその優先度区分を「優先」に変更します。

ロ、変更区分として「最後尾」が指定された場合
日本銀行は、変更区分として「最後尾」が指定された「待機順序変更」を受信した場合には、受付番号で指定された待機振替依頼等の優先度区分が「優先」であるときは、当該待機振替依頼等の待機順序を優先度区分が「優先」の待機振替依頼等における待機順序の最下位に、当該待機振替依頼等の優先度区分が「通常」であるときは、当該待機振替依頼等の待機順序を全ての待機振替依頼等の待機順序の最下位に、それぞれ変更します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（６）振替依頼等の取消
日本銀行は、「取消（振替依頼）」、「取消(外国為替円支払指図)」、「取消（振替依頼・内国為替）」または「取消（払込依頼（振替社債等））」を受信した場合には、受付番号で指定された振替依頼等について、取消を行い、取消通知を送信します。

（７）自動取消・自動振替
日本銀行は、次の各号に掲げる時刻（当該時刻について、日本銀行が、入力延長を許可した場合には、当該入力延長が停止された時刻をいいます。以下同じです。）の到来後、当該各号に定めるところにより取扱います。

イ、「振替依頼・内国為替（同時決済口）」の入力締切時刻（以下「内国為替（同時決済口）取引入力締切時刻」といいます。）
日本銀行は、待ち行列に待機中の振替依頼・内国為替(同時決済口)について、取消を行い、自動取消通知を送信します。
ロ、日本銀行本店を日銀ネット主管店とする利用先における「振替依頼（同時決済口）」（当日取引分）の入力締切時刻（以下「同時決済口入力締切時刻」といいます。）
　　
（イ）自動取消
日本銀行は、待ち行列に待機中の振替依頼(同時決済口)について、取消を行い、自動取消通知を送信します。

（ロ）自動振替

日本銀行は、利用先の当座勘定（同時決済口）に残高がある場合には、その全額について、当該利用先の当座勘定（同時決済口）からの引落および当該利用先の当座勘定への入金を行う自己勘定間振替（以下「自動振替」といいます。）を行い、自動振替を行った旨を通知します。
自動振替の結果、当座勘定（同時決済口）残高は、必ず零となりますので、注意してください(翌営業日に当座勘定（同時決済口）残高を持ち越すことはできません。)。

４．受付番号
日本銀行は、利用先から振替依頼等または自己勘定間振替（注１）の依頼を受付けた場合には、これらの依頼のための電文を受信した順序に従い、当該電文の送信日ごとに次の体系の８ケタの番号（以下「受付番号」といいます。）を付します。
この場合、日本銀行は、受付番号を、決済済通知等に表示します。
（注１）自動振替を含みます。

受付番号の体系

ＸＸ ＸＸＸＸＸＸ
                               送信日（日付）
                               送信日ごとに000001～999999までの番号（注２）
（注２）振替依頼等または自己勘定振替の依頼を受付けた順に付しますので、必ずしも振替依頼人等および振替金受取人等ごとに連続した番号とはなりません。

５．当座勘定取引通番
日本銀行は､当座勘定（同時決済口）の入金または引落を行った場合には、個々の入金または引落について、その取引を実行した順序に従い、当座勘定（同時決済口）ごと取引実行日別に０００００１番から６桁の連続番号（以下「当座勘定取引通番」といいます。）を付します（注）。
この場合、日本銀行は、当座勘定取引通番を、決済済通知等に表示します。

（注）利用細則（当座勘定取引）における「当座勘定取引通番」または利用細則（国債資金同時受渡関係事務）における「当座勘定取引通番」とは異なります。
６．当座勘定備考コード

利用先は、「振替依頼（同時決済口）」 の送信を行う場合には、当座勘定備考コードを指定することができます。
この場合、日本銀行は、利用先が指定した当座勘定備考コードおよびそれに対応する区分名称を、決済済通知等に表示します。なお、日本銀行は、自己勘定間振替（自動振替を含みます。）について、当座勘定備考コード「8700」(区分名称：振替(同時決済口))を付します。利用先においては、「振替依頼（同時決済口）」において当座勘定備考コードを指定する場合には、当座勘定備考コード「8700」(区分名称：振替(同時決済口))は指定しないでください。
７．当座勘定(同時決済口)残高
当座勘定（同時決済口）残高は、次に定めるところにより算出されます。

｢当座勘定(同時決済口)残高」
＝当日実行済入金合計額　－　当日実行済引落合計額
８．留意事項
待ち行列に待機可能な待機振替依頼等の上限件数は、一の利用先あたり6,000件（注）です。一の利用先の待ち行列に6,000件（注）の待機振替依頼等がある場合において、利用先が振替依頼等（特定振替依頼を除きます。）を送信したときまたは全銀ネットが当該利用先を振替依頼人とする特定振替依頼を送信したときはエラーとなります（エラーメッセージとして「待機振替依頼／振社等払込依頼／外為円支払指図の件数が制限値を超過」を表示します。）。
　

（注）先日付取引受付処理において、先日付取引である振替依頼等（振替依頼（同時決済口）および外為円振替依頼（同時決済口）に限ります。）について待機処理を行った場合には、6,000件を上回ることがあります。

９．日銀ネット障害時等の取扱い

当座勘定（同時決済口)取引関係事務は、原則として、オンラインによってのみ可能であり、日銀ネットの障害が発生した場合等において、これを書面により行うことはできません。
（１）障害等の発生時の取扱い
利用先または全銀ネットは、日銀ネットの障害その他の事由により、当座勘定（同時決済口）取引関係事務にかかる日銀ネットの利用ができない場合には、速やかにセンターに連絡し、その指示に従ってください。
利用先または全銀ネットは、日銀ネットの障害が発生した場合には、利用細則（共通事務）第１編Ⅵ．に定めるところにより取扱うこととなりますが、日本銀行は、その障害の状況に応じ、必要な取扱いを利用先または全銀ネットに対して、指示することがあるほか、自己勘定間振替については、利用先に対して、書面（注１）による取引に移行するよう指示することがあります（注２）。
また、障害が復旧した場合には、その旨を速やかにセンターに連絡してください。
（注１）「自己勘定間振替依頼書」（書式（Ａ）または書式（Ｂ））をいいます。

（注２）書面取引による自己勘定間振替が行われた場合に利用先に出力される帳票については、端末操作手順（業務処理区分コード：251401）の出力帳票の脚注を参照してください。
（２）為替決済への移行

全銀ネットは、（１）による対応が困難な場合または（１）による対応では内国為替（同時決済口）取引の適切かつ確実な実行に支障をきたすと認める場合には、日本銀行との協議のうえ、（１）による対応に加え、為替決済への移行により対応することができます。

　　　全銀ネットは、為替決済への移行が必要と認める場合には、速やかに、その旨をセンターに連絡してください。
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（Ｙ銀行の待ち行列）





①　





②　





（待機順序）





（Ｙ銀行の待ち行列）





（Ｘ銀行の振替依頼等）





待機振替依頼等 a(注)





優先度区分：優先





対向振替依頼等 b





対向振替依頼等 d





待機振替依頼等 e(注)





対向振替依頼等 c





待機振替依頼等 f(注)





　優先度区分：通常





対向振替依頼等 g





待機振替依頼等 i(注)





対向振替依頼等 j





対向振替依頼等 h





新規振替依頼等 Ａ


（優先度区分：優先）





優先度区分：通常





対向振替依頼等 g





対向振替依頼等 j





対向振替依頼等 h





新規振替依頼等 Ａ


（優先度区分：優先）





（Ｘ銀行の振替依頼等）





（待機順序）





新規振替依頼等Ａおよび対向振替依頼等ｂ(当該対向振替依頼等のうち待機順序が最上位のもの)の振替等を同時に行います。





新規振替依頼等Ａについて、（ロ）ａ.（ａ）および（ｂ）を満たす対向振替依頼等の有無を確認します。





（注）Ｙ銀行がＸ銀行以外を振替金受取人等として指定し、待機された待機振替依頼等です。





対向振替依頼等 b





対向振替依頼等 c





対向振替依頼等 d





優先度区分：優先





（ロ）ａ.（ａ）および（ｂ）を満たす対向振替依頼等があることを確認した場合





新規振替依頼等 Ａ


（優先度区分：優先）





③　





新規振替依頼等Ａにより引落を行うべき金額が、Ｘ銀行の当座勘定(同時決済口)残高を超えない場合には、新規振替依頼等Ａの振替等のみを行います。





（ロ）ａ.（ａ）および（ｂ）を満たす対向振替依頼等がないことを確認した場合





（待機順序）





待機振替依頼等 Ａ





優先度区分：優先





待機振替依頼等 Ｂ





待機振替依頼等 Ｄ





待機振替依頼等 Ｅ





待機振替依頼等 Ｃ





待機振替依頼等 Ｆ





優先度区分：通常





待機振替依頼等 Ｇ





待機振替依頼等 Ｉ





待機振替依頼等 Ｊ





待機振替依頼等 Ｈ





優先度区分が「優先」の振替依頼等が待ち行列に待機した場合の待機順序








（Ｘ銀行の待ち行列）





振替依頼等 Ｅ


（優先度区分：優先）





待機振替依頼等 Ａ





優先度区分：優先





待機振替依頼等 Ｂ





待機振替依頼等 Ｄ





待機振替依頼等 Ｅ





待機振替依頼等 Ｃ





待機振替依頼等 Ｆ





優先度区分：通常





待機振替依頼等 Ｇ





待機振替依頼等Ｉ





待機振替依頼等 Ｊ





待機振替依頼等 Ｈ





振替依頼等 Ｊ


（優先度区分：通常）





（Ｘ銀行の待ち行列）





優先度区分が「通常」の振替依頼等が待ち行列に待機した場合の待機順序








優先度区分が｢優先｣の待機振替依頼等における待機順序の最下位に待機





（待機順序）











全ての待機振替依頼等の待機順序の最下位に待機





待機振替依頼等 Ａ











待機振替依頼等 F








優先度区分：通常





待機振替依頼等 G








待機振替依頼等 I








待機振替依頼等 J








待機振替依頼等 H








優先度区分：優先





待機振替依頼等 Ａ








待機振替依頼等 a(注)








優先度区分：優先





対向振替依頼等 b








対向振替依頼等 d








待機振替依頼等 e(注)








対向振替依頼等 c








優先度区分：通常





待機振替依頼等 f(注)








対向振替依頼等 g








待機振替依頼等 i(注)








対向振替依頼等 j








対向振替依頼等 h

















優先度区分：優先





待機振替依頼等 B











待機振替依頼等 D











待機振替依頼等 E








待機振替依頼等 C











（待機順序）





（Ｙ銀行の待ち行列）





①　





②　





（待機順序）





待機振替依頼等Ａおよび対向振替依頼等ｂ(当該対向振替依頼等のうち待機順序が最上位のもの)の振替等を同時に行います。





（Ｘ銀行の待ち行列）





（Ｙ銀行の待ち行列）





待機順序が最上位の待機振替依頼等Ａについて、イ、（イ）ａ.およびｂ.を満たす対向振替依頼等の有無を確認します。





（注）Ｙ銀行がＸ銀行以外を振替金受取人等として指定し、待機された待機振替依頼等です。





対向振替依頼等 b








対向振替依頼等 d








対向振替依頼等 c








優先度区分：通常





対向振替依頼等 g








対向振替依頼等 j








対向振替依頼等 h








イ、（イ）ａ.およびｂ.を満たす対向振替依頼等があることを確認した場合





③





④





（Ｘ銀行の待ち行列）





待機振替依頼等Ａを待ち行列の元の位置(待機順序の最上位)に待機させます。





待機振替依頼等 F








優先度区分：通常





待機振替依頼等 G








待機振替依頼等 I








待機振替依頼等 J








待機振替依頼等 H








待機振替依頼等 A





優先度区分：優先





待機振替依頼等 B











待機振替依頼等 D











待機振替依頼等 E








待機振替依頼等 C











（待機順序）





③において、待機振替依頼等Ａについて引落を行うべき金額が、Ｘ銀行の当座勘定(同時決済口)の残高を超えた場合





待機振替依頼 Ａ





待機振替依頼等Ａについて引落を行うべき金額が、Ｘ銀行の当座勘定(同時決済口)残高を超えない場合には、待機振替依頼等Ａの振替等のみを行います。





①において、イ、（イ）ａ.およびｂ.を満たす対向振替依頼等がないことを確認した場合





（待機順序）








優先度区分：優先








待機振替依頼等 Ａ








待機振替依頼等 Ｂ








待機振替依頼等 Ｄ








待機振替依頼等 Ｅ








待機振替依頼等 Ｃ








優先度区分：通常








待機振替依頼等 Ｆ








待機振替依頼等 Ｇ








待機振替依頼等 Ｉ








待機振替依頼等 Ｊ








待機振替依頼等 Ｈ








優先度区分：通常


：








優先度区分が｢優先｣の待機振替依頼等について、変更区分として「先頭」を指定して待機順序を変更する例








優先度区分：優先








待機振替依頼等 Ａ








待機振替依頼等 Ｂ








待機振替依頼等 Ｄ








待機振替依頼等 Ｅ








待機振替依頼等 Ｃ








優先度区分：通常








待機振替依頼等 Ｆ








待機振替依頼等 Ｇ








待機振替依頼等 Ｉ








待機振替依頼等 Ｊ








待機振替依頼等 Ｈ








優先度区分：優先








待機振替依頼等 Ｉ








待機振替依頼等 Ａ








待機振替依頼等 Ｃ








待機振替依頼等 Ｄ








待機振替依頼等 Ｂ








待機振替依頼等 Ｅ








優先度区分：通常








待機振替依頼等 Ｆ








待機振替依頼等 Ｈ








待機振替依頼等 Ｊ








待機振替依頼等 Ｇ








（変更前の待ち行列）








（変更後の待ち行列）








（変更前の待ち行列）








（変更後の待ち行列）








（待機順序）








待機振替依頼等 Ｆ








待機振替依頼等 Ｇ








待機振替依頼等 Ｉ








待機振替依頼等 Ｊ








待機振替依頼等 Ｈ








優先度区分が｢通常｣の待機振替依頼等について、変更区分として「先頭」を指定して待機順序を変更する例








優先度区分：優先








待機振替依頼等 Ｄ








待機振替依頼等 Ａ








待機振替依頼等 Ｃ








待機振替依頼等 Ｅ








待機振替依頼等 Ｂ








（待機順序）








優先度区分：優先








待機振替依頼等 Ａ








待機振替依頼等 Ｂ








待機振替依頼等 Ｄ








待機振替依頼等 Ｅ








待機振替依頼等 Ｃ








優先度区分：通常








待機振替依頼等 Ｆ








待機振替依頼等 Ｇ








待機振替依頼等 Ｉ








待機振替依頼等 Ｊ








待機振替依頼等 Ｈ








優先度区分：優先








待機振替依頼等 Ａ








待機振替依頼等 Ｃ








待機振替依頼等 Ｅ








待機振替依頼等 Ｂ








待機振替依頼等 Ｄ








優先度区分：通常








待機振替依頼等 Ｆ








待機振替依頼等 Ｇ








待機振替依頼等 Ｉ








待機振替依頼等 Ｊ








待機振替依頼等 Ｈ








優先度区分：優先








待機振替依頼等 Ａ








待機振替依頼等 Ｂ








待機振替依頼等 Ｄ








待機振替依頼等 Ｅ








待機振替依頼等 Ｃ








優先度区分：通常








待機振替依頼等 Ｆ








待機振替依頼等 Ｇ








待機振替依頼等 Ｉ








待機振替依頼等 Ｊ








待機振替依頼等 Ｈ








優先度区分：優先








待機振替依頼等 Ａ








待機振替依頼等 Ｂ








待機振替依頼等 Ｄ








待機振替依頼等 Ｅ








待機振替依頼等 Ｃ








優先度区分：通常








待機振替依頼等 Ｆ








待機振替依頼等 Ｈ








待機振替依頼等 Ｊ








待機振替依頼等 Ｇ








待機振替依頼等 Ｉ








（変更前の待ち行列）








（変更後の待ち行列）








（変更前の待ち行列）





（変更後の待ち行列）








（待機順序）








優先度区分が｢通常｣の待機振替依頼等について、変更区分として「最後尾」を指定して待機順序を変更する例





優先度区分が｢優先｣の待機振替依頼等について、変更区分として「最後尾」を指定して待機順序を変更する例





優先度区分：優先








待機振替依頼等 Ａ








待機振替依頼等 Ｂ








待機振替依頼等 Ｄ








待機振替依頼等 Ｅ








待機振替依頼等 Ｃ








優先度区分：通常








待機振替依頼等 Ｆ








待機振替依頼等 Ｇ








待機振替依頼等 Ｉ








待機振替依頼等 Ｊ








待機振替依頼等 Ｈ








優先度区分：優先








優先度区分：通常








待機振替依頼等 Ｆ








待機振替依頼等 Ｇ








待機振替依頼等 Ｉ








待機振替依頼等 Ｊ








待機振替依頼等 Ｈ








（取消前の待ち行列）








（取消後の待ち行列）








（待機順序）








待機順序が最上位の待機振替依頼等について、取消を行う例








待機振替依頼等 Ｂ








待機振替依頼等 Ｄ








待機振替依頼等 Ｃ








待機振替依頼等 Ｅ








障害時の対応


利用細則


（共通事務）


第１編Ⅵ．参照








